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憲法から仕事と職場を見憲法から仕事と職場を見 直そう直そう

粘り強く対話を進め
増勢で結成25周年を迎えよう！

ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
｢間接差別｣

　国の安全保障に関わる①軍事、②外交、③外国の利益を図る目的で行われる特定有害活動の防止、④テロ
活動の防止の分野の秘密を漏らすと、国家公務員のみならず、一般国民にも重罰を科そうというのがこの法
案です。しかし、「特定秘密」を指定するのは「行政機関の長」です。時の権力者の都合や判断で政府・自衛
隊・警察の情報が国民の目から隠されてしまい、戦争準備や原発・警察の不正も隠されるおそれがあります。

今月のキーワード今月のキーワード
「特定秘密の保護に関する法律案」

　性別を理由とした差別を直接差別といい、形の上では性別を理由にしていなくても、実質的に性別を理由
とする差別を間接差別といいます。たとえば、募集・採用で身長、体重や体力要件を課す、総合職の採用で
全国転勤を要件とする、昇進の際に転勤の経験を要件とする、管理職に占める女性の比率が低いなどは、間
接差別に当たります。
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　府民要求連絡会は、９月25日に
府議会開会日行動を実施しました。
　集会に先立ち、府知事あてに、
憲法違反の「政治活動規制条例」
「労使関係条例」の制定をしないよ
うに個人請願行動を行いました。
　大阪城公園前での集会は、府議
会議員から「府市統合本部が誤っ
た『成長戦略』を押し付けてい
る。労働者の所得向上、くらしを

守ることこそが景気回復であり、
府民とともにたたかう」と議会報
告がされました。また、大阪自治
労連の中山副委員長が「先に『政
治活動規制条例』『労使関係条
例』が制定された大阪市では職員
の質問にも管理職は発言しない」
など異様な実態を告発し、条例制
定の阻止を訴えました。新日本婦
人の会は「子ども医療費の助成拡

充」を訴えました。「住みよい堺
市をつくる会」の飛谷さんが「維
新のまち・民主主義・コミュニテ
ィー破壊を許さず、『大阪都構
想』を打ち破ろう」と連帯を呼び
かけました。
　パレードには200人が参加し
「くらしを守れ」「２条例制定阻
止」など府庁周辺に声を響かせま
した。

「政治活動制限条例」「労使関係条例」を

「国並み賃金削減を自治体に強要するな」と総務
省へ要請する大阪自治労連・荒田副委員長（左）
 2013年５月17日

９・25９・25 阻止しよう！


